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災
害
が
発
生
し
た
直
後
は
、
一

部
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
混

乱
を
防
ぐ
た
め
に
、
平
時
か
ら
の

備
え
が
大
切
で
す
。

◆
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄

　
災
害
時
、
ト
イ
レ
が
使
用
で
き

な
い
場
合
に
備
え
、
各
家
庭
で
携

帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

︻
携
帯
ト
イ
レ
の
使
い
方
︼

①
便
器
に
袋
を

　
か
ぶ
せ
、
そ

　
の
上
か
ら
携

　
帯
ト
イ
レ
︵
便
袋
︶

　
を
設
置
す
る
。

②
用
を
足
し
、
凝
固
剤
で
汚
物
を

固
め
る
。

③
携
帯
ト
イ
レ
だ
け
を
取
り
出

し
、
空
気
を
抜
い

　
て
口
を
し
ば
る
。

◆
ご
み
の
出
し
方

　
大
規
模
災
害
時
は
、
日
常
生
活

か
ら
出
る
﹁
生
活
ご
み
﹂
と
災
害

に
起
因
す
る
﹁
災
害
ご
み
﹂
が
発

生
し
ま
す
。
被
災
状
況
に
よ
り
、

ご
み
の
収
集
体
制
も
変
わ
り
ま
す

の
で
、
市
か
ら
の
情
報
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

・
﹁
災
害
ご
み
﹂
は
、
市
か
ら
の

情
報
が
あ
る
ま
で
、
敷
地
内
で

保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
災
害
の
規
模
や
状
況
に
よ
っ
て

仮
置
場
を
開
設
し
ま
す
。

・
﹁
災
害
ご
み
﹂
も
分
別
が
必
要

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　 

環
境
政
策
課
︵
☎
内
線

542
︶

　
環
境
セ
ン
タ
ー

　
下
水
道
課
︵
☎
内
線

522
︶

　
令
和
６
年
１
月
１
日
、
石
川
県

能
登
地
方
を
震
源
に
発
生
し
た
地

震
は
、
石
川
県
志
賀
町
と
輪
島
市

で
震
度
７
、
七
尾
市
、
珠
洲
市
、

穴
水
町
、
能
登
町
で
震
度
６
強
を

観
測
し
、
人
的
・
住
家
と
も
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
能
登
半
島
地
震
は
、
事
前
に
存

在
が
分
か
っ
て
い
た
﹁
活
断
層
﹂

が
動
い
た
こ
と
に
よ
る
地
震
だ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
中
津
川

市
内
に
も
多
く
の
断
層
が
存
在
し

ま
す
。

　
地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
予
測
が

で
き
ま
せ
ん
。
平
時
で
あ
る
今
の

う
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
各
家
庭
で
地

震
に
備
え
た
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
が
け
崩
れ
や
道
路
破
損
に
よ
り

複
数
の
孤
立
集
落
が
発
生
し
、

約
一
週
間
に
わ
た
り
３
千
人
以

上
が
取
り
残
さ
れ
ま
し
た
。

・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
は
上
下
水
道

の
被
害
が
最
も
大
き
く
、
石
川

県
内
で
は
最
大
約
13
万
６
４
４

０
戸
が
断
水
し
ま
し
た
。
復
旧

に
も
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
、

輪
島
市
な
ど
で
は
約
５
カ
月
間

に
わ
た
り
断
水
が
続
き
ま
し
た
。

◆
避
難
所
運
営
訓
練
で
は
、
簡
易

ト
イ
レ
の
使
用
方
法
な
ど
も
共

有
し
ま
し
ょ
う

　
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
た
状
態
で

避
難
所
運
営
を
行
う
こ
と
と
な

り
、
特
に
ト
イ
レ
に
関
し
て
は
、

簡
易
ト
イ
レ
︵
凝
固
剤
︶
の
使
い

方
や
ご
み
の
出
し
方
を
知
ら
ず
、

衛
生
環
境
悪
化
の
原
因
と
な
り
ま

し
た
。

◆
地
域
の
安
否
確
認
訓
練
や
、
集

会
所
で
の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う

　
孤
立
集
落
で
は
地
域
の
集
会
所

を
１
次
避
難
先
と
し
て
開
設
し
、

近
隣
住
民
で
食
材
を
持
ち
寄
り
、

炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

同
士
で
連
絡
で
き
る
体
制
、
顔
の

見
え
る
関
係
は
、
緊
急
時
の
助
け

合
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
中
津
川
市
総
合
防

災
訓
練
で
は
、﹁
地
震
災
害
の
発

生
﹂
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
主
防
災
会
で
、

役
員
や
防
災
人
材
︵
防
災
士
、
消

防
団
な
ど
︶
が
中
心
と
な
り
、
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
訓
練

実
施
の
た
め
、
各
地
域
で
参
加
者

や
訓
練
内
容
が
異
な
り
ま
す
。
お

住
ま
い
の
地
域
の
案
内
を
ご
確
認

の
上
、
訓
練
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
８
月
号
︵
本
号
︶

と
同
時
に
﹁
令
和
６
年
度
家
庭
の

防
災
訓
練
﹂
を
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
、
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話

し
合
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

と
　
き
　
９
月
１
日
㈰

※

午
前
８
時
に
地
震
発
生
を
想
定

し
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

※

地
域
に
よ
っ
て
別
日
、
ま
た
は

複
数
日
程
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
　
各
地
域
で
定
め
た
会
場

◆
訓
練
の
流
れ

〜
中
津
川
市
で
地
震
に
備
え
る
〜

被
害
の
特
徴

能
登
半
島
地
震
で
の
教
訓

能
登
半
島
地
震
の
被
害

災
害
時
の
ト
イ
レ
の
備
蓄
と

ご
み
出
し
の
理
解

中
津
川
市
総
合
防
災
訓
練

問STEP1
同時配布の「家庭の防災
訓練」を読み、家族会議
を行う

STEP2
当日のサイレンを合図に、
緊急安全確保訓練※を実施

STEP3
地域で計画した防災訓練
に参加

※「姿勢を低く」「頭を守り」「動かない」
という基本の行動を行う訓練です。

　防災に関する知識・技術を
身につけた地域の中心的な役
割を担うリーダー（防災士）に
なりませんか。

と　き　10月27日㈰、11月
　10日㈰、11月24日㈰　　
　※全３回。３回目（１１月２４日）
　　に防災士資格取得試験を実施

ところ　健康福祉会館
参加費　１２，０００円
　※テキスト代、防災士試験受験
　　 料、防災士登録料
申込期限
　８月３０日㈮
申込方法　
　申込フォームから
　　　　　
　防災安全課（☎内線163）

地域防災リーダー育成講座
（防災士養成講座）

〜
災
害
時
に
素
早
く
最
適
な
行
動
を
〜

地
震
だ
！  

そ
の
と
き
あ
な
た
は
ど
う
動
く
？

問・申込

︵
☎
62
ー

０
０
８
５
︶

問
防
災
安
全
課
︵
☎
内
線

165
︶

防
災
安
全
課
︵
☎
内
線

165
︶


